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【手続補正書】
【提出日】平成24年8月23日(2012.8.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インビボにおいてＰＤ－１受容体のリガンドと結合し、ＰＤ－１受容体シグナル伝達を
低減または阻害するのに有効な量のＰＤ－１受容体アンタゴニストを含んでなる、組成物
。
【請求項２】
　ＰＤ－１アンタゴニストが、Ｂ７－Ｈ１ポリペプチドと結合し、Ｂ７－Ｈ１ポリペプチ
ドと、ＰＤ－１受容体との結合を阻害または低減するＢ７－ＤＣポリペプチドまたはその
断片を含んでなる、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記断片が、Ｂ７－Ｈ１と結合するＢ７－ＤＣの細胞外ドメインもしくはその断片、ま
たはＢ７－ＤＣと結合するＢ７－Ｈ１の細胞外ドメインもしくはその断片を含んでなる、
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請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　ＰＤ－１アンタゴニストが融合タンパク質を含んでなる、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記融合タンパク質が、ＰＤ－１受容体を介したシグナル伝達を誘発せずにＰＤ－１受
容体と結合する、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　ＰＤ－１受容体アンタゴニストが、Ｂ７－ＤＣポリペプチドと結合し、Ｂ７－ＤＣポリ
ペプチドと、ＰＤ－１受容体との結合を阻害または低減するＢ７－Ｈ１ポリペプチドを含
んでなる、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　ＰＤ－１受容体アンタゴニストが融合タンパク質を含んでなる、請求項６に記載の組成
物。
【請求項８】
　ＰＤ－１を介したシグナル伝達を誘発することなく、インビボにおいてＰＤ－１と結合
するのに有効な量のポリペプチドを含んでなる、組成物。
【請求項９】
　前記ポリペプチドが、シグナル伝達を誘発することなくＰＤ－１と結合するように改変
されたＢ７－ＤＣまたはＢ７－Ｈ１ポリペプチドを含んでなる、請求項８に記載の組成物
。
【請求項１０】
　前記ポリペプチドが、そのポリペプチドがＰＤ－１を介したシグナル伝達を誘発するこ
となくＰＤ－１と結合するように改変されたＢ７－ＤＣまたはＢ７－Ｈ１の変異体細胞外
ドメインを含んでなる、請求項８に記載の組成物。
【請求項１１】
　ａ）第一の融合相手と、
　ｂ）第二の融合相手と
を含んでなり、
　第一の融合相手が、ＰＤ－１を介したシグナル伝達を誘発することなくＰＤ－１と結合
するように改変されたＰＤ－１のリガンドの変異体細胞外ドメインまたはその断片を含ん
でなり、かつ該第一の融合相手が第二の融合相手と直接融合されているか、または場合に
より、第二の融合相手と融合されているリンカー配列と融合されている、融合ポリペプチ
ド。
【請求項１２】
　第二の融合相手がＩｇ重鎖定常領域の１以上のドメインを含んでなる、請求項１１に記
載の融合ポリペプチド。
【請求項１３】
　第二のポリペプチドがヒト免疫グロブリンＣγ１鎖のヒンジ、ＣＨ２、およびＣＨ３領
域に相当するアミノ酸配列を含んでなる、請求項１２に記載の融合ポリペプチド。
【請求項１４】
　第一のポリペプチドが、ＰＤ－１を介したシグナル伝達を誘発することなくＰＤ－１と
結合するように改変されたＢ７－ＤＣまたはＢ７－Ｈ１の細胞外ドメインを含んでなる、
請求項１１に記載の融合ポリペプチド。
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